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悪性腫療に対する免疫反応性に関する話題は現在世界中における大きな関心事
の一つであろう。動物実験において既に腫揚特異的移植抗原の存在が証明されて
いる。一方ヒト悪性腫療においては腫蕩特異抗原の存在の可能性が種々の ln 
vitroテストにより明らかにされて来ているが，未だ Characterizeされるに至
っていない。換言すればヒト悪性腫虜抗原が免疫学的に腫療の退縮を誘導すると
いう確証を未だもっていないということになる。
本書は1977年11月 2日より 4日までの 3日間に亘って Immunodiagnosisand 
immunotherapy of malignant tumor，relevance to surgeryの題目のもとに， 
Ulm大学において行われた workshopの記録であり，現在当面している腫蕩免
疫の分野における，特に外科治療に関連した諸問題をとりあげている。
第 1章においては pathophysiologicaspects of tumor developmentがとり
あげられ，癌細胞の cellkinetics，腫蕩発生過程における生化学的，免疫学的変
化につき動物実験結果が報告された。
第2章においては clinical sigificance of immunologic tests for tumor 
diagnosisで，前半を tumorassociated antigens，後半を cell~mediated imm-
une reactionsに分けそれぞれ discussionを行っている。 Tumorassociated 
antigensにおいて，まず CEAの腫療の進展および治療による変動などについ
てふれ，次に勝脱癌における 3MKClで抽出した Soluble tumor associated 
antigenを用いた leucocyteadherence inhibitionテストの結果を，更に ant-
iseraによる tumorassociated surface antigensの検索結果が報告された。 
Cell-mediated immune reactionsでは PPDおよび DNCB遅延型皮膚反
応，末梢リンパ球および、Tリンパ球数， PHA，ConAによるリンパ球幼若化など
腫療非特異的免疫反応と，細胞障害テスト，混合リンパ球腫療細胞培養反応，白
血球遊走阻止テストなど腫蕩特異的免疫反応に関して報告されている。動物実験
の成績から，ヒトの悪性腫療の退縮における Killer T cell の役割を検討する
為には，自己の腫蕩細胞を Targetとした細胞障害テストの確立が不可欠とさ
れていたが， Vankyらは biopsyspecimen を用いた自己腫虜細胞障害テスト 
(ALC)により，ヒトの国型癌患者末梢血液中に自己の腫蕩細胞に対する Killer 
T cellが存在することを報告しており，特に注目される。
第3章では Immunotherapeuticapproachesについて， BCG，Corynebacte-
rium parvuniおよび Levamisoleによる免疫療法の臨床成績や免疫療法施行前
後における各種免疫ノξラメターの変動に関して述べ， 更に serumcomponent， 
特に immunoregulatoryserum componentと Levamisoleの関連について検
言サを加え， Levamisoleは immunomodulatingsubstanceとして作用している
のではないかと推測している。
第4章では specialprocedures in cancer therapy-effects on the immune 
statusとして hyperthermia，cryosurgeryおよび hyperalimentationをとり
あげ，それらの免疫反応におよぼす影響につき述べられている。
本書は外科に関連した腫蕩免疫の分野における話題をトピック毎にとりあげて
おり，主として臨床研究者にとって，欧米の外科腫療免疫の現状を把握する上で
極めて有用な著書といえる。(藤沢武彦)
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